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１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員紹介（自己紹介） 

４ 議題 

 ⑴ 第２期鴻巣市まち・ひと・しごと創生総合戦略 概要 

 ⑵ 地方創生関係交付金の事業について 
５ その他 

６ 閉会 

 

【次第４ 議事】 

事務局から総合戦略の概要について、県央地域振興センターから県内の人口動

態、他の地域と比較した県央地域の状況、特徴等について説明を行い、委員から

各分野の地方創生に対する取組、意見等をいただいた。 

 

○ 高齢者が急増により、家族間の関係も希薄になっている。新しい住民への施 



策はもちろんだが、空き家問題なども含め、高齢者に対する施策も検討してい

く必要があると思う。 

 

○ 働く保護者の増加で、０、１、２歳児の保育が増え、幼稚園は減少気味。子

どもの行き場は確保されているが、地域に密着できるよう、幼稚園では高齢者

と一緒に健康づくり等をしたい。幼稚園からの発信だけでは、広がりにくい。 

 

○ 若い人にも「鴻巣愛」がある。鴻巣には自然がある。東京に出ても、戻って

くる人も多いのではないか。暮らしやすさとして映画館や店舗の紹介など小さ

なことでもアピールしていけばいいのではないか。 

 → 本市の合計特殊出生率は低いが、子どもを連れて戻ってくることが見受け

られ、社会増となっている。子どものうちに市への愛着を持ってもらうこと

で、鴻巣市に定住する可能性もあることから、シティプロモーション担当を

作り、力を入れている。 

 

○ コウノトリの年齢、寿命等はどの程度か。どこへ放鳥するのか。 

 → こども自然動物公園から既につがいになっているものを譲り受ける。オ  

ス１８才、メス６才で、寿命は３０～４０年。放鳥は鳥任せだが、コウノト

リが戻ってくるような自然環境を目指す。 

 

○ エコの頂点にコウノトリがいること、天然記念物だということを、市民に理

解してもらいたい。鴻巣の由来、笠原直使主
かさはらのあたいおみ

についても知ってもらいたい。 

 

○ コウノトリの施設を作ることで、定住につながるのか、どう発信していくの

か。施設に見学に行っても１０分程度。その後の流れをどう作るかなどを考え

る必要がある。市役所前の施設について、免許センターに行く人を引き込むよ

うなアピールが必要。施設だけでなく、まちの改革を。コウノトリに合わせた

イベントなどに係る通年の予算も組んでほしい。遊び方を知らない世代が多い

ので遊びの補助を望む。 

→ コウノトリ施設の周囲は、土手や公園など散歩できる環境がある。施設

は、体験できる仕組みもある。遊ぶことも念頭に置いた拠点を作っていきた

い。 

 

○ コスモス祭りの駐車場が少なく感じる。 

 

○ 賑わい拠点について、市民の多くはすべて市税で設置したと感じる。愛着を

てる方法の検討をしてほしい。 

 

○ ＫＰＩに施設来訪者数があるが、動物園のような公開を目指しているのか。

公開することで、飼育に影響ないのか。 

→ 繁殖期については、閉鎖することもあるかもしれない。 

 

○ 総合的な学習の時間や地域学習の時間に、環境、コウノトリを視点に置き、

愛着を持つようにする必要がある。 

 

 



賑わい創出交流拠点整備についての進捗説明及び企業版ふるさと納税について

の説明。 

 

○ 企業全体で地域密着を掲げている。  
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